
企業立地の魅力が高まる京奈和自動車道、西名阪自動車道周辺

目指す姿
平成３２（２０２０）年までに、県内総生産（名目）を３兆７，０００億円にアップ
します。

企業誘致・販路拡大・起業促進・
商品開発支援・漢方生産拡大の
推進

奈良県経済の好循環を促進し、働きやすく、良く学べる地域
社会をつくります。

 
主担当部局：産業・雇用振興部

40,000

39,000

38,000

37,000

36,000

35,000

34,000

33,000
（年度）

奈良県
（億円）

520

510

500

490

480

470

460

450

全国
（兆円）

県民経済計算（奈良県）、国民経済計算（内閣府）

県内総生産（名目）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

奈良県全国
（　）は全国順位

509

481
474 474

482
490

474

490

513

38,397
（36位）37,707

（36位）
36,540
（37位）

34,696
（37位）

35,543
（37位）34,878

（39位）
34,848
（39位）

35,177
（39位）

35,407
（39位）
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目指す姿を達成するための取組状況

●現状 ●トレンド

企業誘致・新たな産業用地の確保に向けた取組によ
り、平成28年の工場立地件数の全国順位は12位と
なっています。

1事業所当たり製造品出荷額は、平成19年を境に減
少しており、伸び悩んでいます。

県民１人当たり小売業年間商品販売額は、平成23
年に比べて約3万円増加しましたが、全国平均より
も低くなっています。

新たに設立された事業所の割合は、平成18年度以降
最も高い5.5％となり、全国平均に近い水準です。

50

40

30

20

10

0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年）

奈良県全国
（　）は全国順位

工場立地件数奈良県
（件）

4,000

3,000

2,000

1,000

0

全国
（件）

工場立地動向調査（経済産業省）

1,782 1,791 1,630

867 786 869
1,277

1,873
2,470

1,045 994

22
（28位）

26
（28位）

26
（24位）22

（17位）

27
（10位）21

（19位）
23
（20位）

25
（31位）

34
（31位）

25
（16位）

32
（12位）

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（年度）

開業率（注）（％）

雇用保険事業年報より算出（厚生労働省）

4.8 5.0

4.2
4.5 4.5 4.6

4.8

4.8 4.9
5.2

5.75.3
（6位）

5.4
（10位）

4.5
（10位）

4.6
（25位）

4.8
（13位）

4.9
（11位）4.8（15位）

5.0
（12位）

4.8
（20位）4.7（21位）

5.5
（16位）

奈良県全国 （　）は全国順位

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27（年）

（万円）

工業統計調査（経済産業省）
経済センサス活動調査（総務省）

従業者１人当たり付加価値額（注）

1,308 1,276 1,211

1,038
1,183 1,225 1,190 1,218 1,247 1,307

1,148
（27位）

1,246
（18位）

1,093
（21位）

865
（28位）

1,058
（25位）

1,042
（30位）

1,035
（26位）

1,028
（26位）

1,044
（29位）

1,087
（32位）

奈良県全国 （　）は全国順位 1,800

1,500

1,200

900

600

300

0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27（年）

（百万円）

工業統計調査（経済産業省）
経済センサス活動調査（総務省）

１事業所当たり製造品出荷額

1,218 1,304 1,276
1,125

1,288 1,222 1,335 1,404 1,508 1,439

907
（33位）

965
（32位） 915

（32位） 832
（32位）

845
（35位）

721
（40位）

774
（40位）

843
（36位）

913
（35位） 818

（41位）

奈良県全国 （　）は全国順位

（注）付加価値額･･･生産活動によって新たに生み出された価値
　　　　　　　　 （製造品出荷額等－原材料費等）

従業者1人当たり付加価値額は、平成21年に減少した後、
増加したものの、全国水準まで回復していない状況です。

（注）開業率･･･新たに設立された事業所の割合（対前年度末比）

1事業所当たり
製造品出荷額

⑱ 33位 → ㉗ 41位

従業者1人当たり
付加価値額

⑱ 27位 → ㉗ 32位

工場立地件数
⑱ 28位 → ㉘ 12位

県民1人当たり
小売業年間商品

販売額
⑲ 46位 → ㉖ 46位

開業率
⑱ 6位 → ㉘ 16位

55.6

55.3

41.445.5

28.5

1,400

1,200

1,000

800

600

400
（年）

県民１人当たり小売業年間商品販売額（千円）

商業統計調査（経済産業省）
経済センサス活動調査（総務省）

H19 H23 H26

1,054
899 960

882
（46位）

（46位）
739 771

（46位）

奈良県全国
（　）は全国順位
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企業立地セミナー（東京都）

五條北インターチェンジ付近（五條市）

企業誘致・新たな産業用地の確保に向けた取組を進めます。

戦略 1
企業誘致・販路拡大・起業促進・商品開発支援・漢方生産拡大の推進

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

新たな産業用地の確保に向けたプロジェクトの
推進

京奈和自動車道及び西名阪自動車道周辺における
産業集積地の創出

補助金制度等の活用・充実による企業誘致の強化

トップセミナーの実施、展示会、企業訪問等によるＰＲ

企業ニーズや業界動向、地域特性を捉えた
効果的な誘致活動の展開、優遇制度の活用促進

本社機能、研究拠点、情報通信業、多様な宿泊
施設、集客施設等の誘致の推進

企業立地促進補助金等優遇制度の充実

成長分野に重点を置いた戦略的企業誘致活動の
推進

項　　目

主な取組

戦略目標

工場立地件数 企業誘致により創出した雇用者数
目標

主担当課：産業・雇用振興部 企業立地推進課

 

100件103件 1,000人947人
目標

平成23（2011）年～
平成26（2014）年の

4年間

平成27（2015）年～
平成30（2018）年の

4年間

平成27（2015）年～
平成30（2018）年の

4年間

平成23（2011）年～
平成26（2014）年の

4年間
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葉の活用も注目されつつある大和トウキ奈良ブランドの発信「TEIBAN展」（東京都）

戦略 2

販路拡大、起業促進、商品開発支援、漢方生産拡大を推進し、産業
振興を図ります。

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

首都圏・海外等への販路開拓支援 首都圏・海外等への見本市出展、
ジェトロ奈良県事務所と連携した海外展開支援等

中期研究開発方針に基づく重点研究の実施

ビジネスプランコンテスト・マーケティング講座の実施、
創業支援ネットワークによる支援、
事業承継ネットワークの構築・展開

ブランド力向上に向けた商品の開発、
付加価値の高い商品・サービスの開発支援

意欲ある起業家の掘り起こしと事業承継支援

商品のブランド力向上、高付加価値獲得

企業への研究開発支援

生産から販売までの一貫体制の構築漢方のメッカ推進プロジェクト

項　　目

主な取組

主担当課：産業・雇用振興部 産業政策課

戦略目標

企業の販路拡大・商品開発支援件数 起業家の輩出率
（ビジネスプランコンテストからの実創業率）

県産業振興総合センター中期研究開発方針の
重点研究に基づく企業との共同研究件数

大和トウキの生産量

12,400kg
平成31（2019）年度

1,461kg
平成22（2010）年度

目標

150件142件
平成30（2018）年度～
平成32（2020）年度の

3年間

平成27（2015）年度～
平成29（2017）年度の

3年間

50％43％
平成29（2017）年度～
平成31（2019）年度の

3年間

平成26（2014）年度～
平成28（2016）年度の

3年間

目標 目標

平成28（2016）年度～
平成32（2020）年度の

5年間

目標
延べ10件方針策定

平成28（2016）年度
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奈良で働きませんか

目指す姿
平成３２（２０２０）年までに、県内就業率を７２％以上にします。

就業支援と働き方改革の推進
主担当部局：産業・雇用振興部

奈良県経済の好循環を促進し、働きやすく、良く学べる地域社会をつくります。

 

100

90

80

70

60

50
H17 （年）

（%）

国勢調査（総務省）

県内就業率

H22 H27

奈良県全国
（　）は全国順位

70.170.1
（47位）（47位）

71.271.2
（46位）（46位）

70.770.7
（47位）（47位）

91.791.7 91.291.2 91.091.0
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目指す姿を達成するための取組状況

●現状 ●トレンド

※は数値の低いものが上位になる指標です。

就業地別有効求人倍率（季節調整値・加重平均）
は、平成26年から全国と同様に1倍を超え、年々上
昇し、平成29年では全国との差が0.02ポイントに
縮まっています。

女性の就業率（20歳～64歳）は、依然全国最下位です
が、平成22年から平成27年の5年間の伸びは6.3ポイ
ントと全国1位で、全国との差が縮まっています。

男性長時間労働者の割合は、平成24年では全国と比
べると1.7ポイント高く、平成19年から全国との差
は変わっていません。

労働力率は全国最下位で、平成27年では全国と比べて
5.5ポイント低く、平成22年から全国との差はあまり
変わっていません。

高等学校卒業者の県内就職率は、雇用情勢の厳しい
平成21年から平成22年は高くなりましたが、以降
は低位で推移しています。平成28年では全国と比
べて21.7ポイントも下まわっています。

65

60

55

50

45
H17 H22 H27 （年）

労働力率（注）（％）

国勢調査（総務省）

61.561.5 61.261.2 60.060.0

56.456.4
（47位）（47位） 56.056.0

（47位）（47位） 54.554.5
（47位）（47位）

奈良県全国
（　）は全国順位

70

60

50

40

30
H17 H22 H27 （年）

女性の就業率（２０～64歳）（％）

国勢調査（総務省）

61.561.5
64.464.4

69.269.2

53.053.0
（47位）（47位）

56.556.5
（47位）（47位）

62.862.8
（47位）（47位）

奈良県全国
（　）は全国順位

労働局提供データ

1.6
1.4
1.2
1.0
0.8
0.6
0.4
0.2

就業地別有効求人倍率
（季節調査値・加重平均）（倍）

H21H20H19H18 H22 H24H23 H25 H26 H27 H28 H29（年）

1.041.041.0６1.0６
0.870.87

0.470.47 0.520.52

0.790.79
0.930.93

1.091.09
1.201.20

1.361.36 1.501.50

0.650.650.940.94
（29位）（29位）

0.930.93
（30位）（30位）

0.560.56
（19位）（19位） 0.760.76

（28位）（28位）

0.880.88
（31位）（31位）

1.011.01
（32位）（32位）

1.111.11
（33位）（33位）

1.291.29
（32位）（32位）

1.481.48
（31位）（31位）

0.630.63
（33位）（33位）

0.820.82
（32位）（32位）

0.530.53
（14位）（14位）

奈良県全国
（　）は全国順位

高等学校卒業者の県内就職率

学校基本調査（文部科学省）

100

80

60

40

20

0

（％）

H21H20H19 H22 H24H23 H25 H26 H27 H28（年）

奈良県全国
（　）は全国順位

 

66.366.3
（36位）（36位）

65.865.8
（39位）（39位）

64.564.5
（36位）（36位）

70.270.2
（36位）（36位）

72.272.2
（37位）（37位）66.066.0

（37位）（37位）
68.568.5

（38位）（38位）
68.068.0

（38位）（38位）63.863.8
（41位）（41位）59.559.5

（42位）（42位）

79.279.2 82.082.078.178.1 80.480.4 81.081.0 81.481.4 82.182.1 81.681.6 81.381.3 81.281.2

男性長時間労働者の割合※
（常勤雇用者・週60時間以上）

就業構造基本調査（総務省）
H19 H24 （年）

 

20

15

10

（％）

奈良県全国
（　）は全国順位

18.218.2
（39位）（39位）

16.516.5
15.815.8

17.517.5
（44位）（44位）

（注）労働力率・・・15歳以上人口に占める労働力人口の割合

高等学校卒業者の
県内就職率

⑲ 36位 → ㉘ 42位

就業地別有効求人倍率
（季節調整値・加重平均）
⑱ 29位 → ㉙ 31位

労働力率
⑰ 47位 → ㉗ 47位

男性長時間労働者の割合※
（常勤雇用者・週60時間以上）

⑲ 39位 → ㉔ 44位

女性の就業率
（20～64歳）

⑰ 47位 → ㉗ 47位

46.0

26.4

33.2 34.2

23.8
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全国平均
平成32（2020）年度

（平成27年度の全国平均：70.1％）

若者・女性等の就業を推進し、県庁版ハローワークの充実により、離
職者の再就職支援に取り組みます。

戦略 1
就業支援と働き方改革の推進

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

県庁版ハローワークの運営 しごとマッチングアドバイザーによる求人・求職者のきめ細かなマッチング、
就業相談員による若年無業者へのカウンセリング等

「なら女性活躍推進倶楽部」による交流会等を通じた就業支援

｢ならジョブカフェ｣における企業合同説明会、セミナー等の実施、
県内企業での有給インターンシップの実施、登録企業の随時募集若年者・若年無業者の就業支援

女性の就業支援

保護観察対象者の直接雇用、資格取得支援、
協力雇用主向けセミナーの実施刑務所出所者等の更正に向けた就業支援

高等技術専門校における訓練内容の拡充職業キャリア形成の支援

項　　目

主な取組

戦略目標

県庁版ハローワーク利用者の就職者数

359人
平成28（2016）年度 平成32（2020）年度

子育て世代である３５歳から３９歳の
女性の就業率

380人 64.1％
平成27（2015）年度

目標 目標

保護観察対象者を雇用している企業数

23社
平成28（2016）年度 平成32（2020）年度

職業訓練受講者の県内就職率

33社 59.8％
平成28（2016）年度 平成32（2020）年度まで

65％以上を維持
目標 目標

主担当課：産業・雇用振興部 雇用政策課

奈良県無料職業紹介所による就職相談（奈良市） 高等技術専門校家具工芸科の訓練
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戦略 2

県内における働き方改革を推進します。

主な取組

戦略目標

｢奈良県社員・シャイン職場づくり推進企業｣
登録企業数（累計）

141企業
平成２８（２０１６）年度 平成31（２０１９）年度

県職員の超過勤務時間※
（年間３００時間超の職員割合）

200企業 10.2％
平成28（2016）年度 平成32（2020）年度

8.0％以下
目標

希望する市町村への県内公立中学校の
部活動指導員配置率

平成30（2018）年度
から事業実施 平成31（２０１９）年度

100％
目標

目標

※は数値の低い方が良くなる指標です。

主担当課：産業・雇用振興部 雇用政策課

職員のテレワーク（サテライトオフィス勤務）

部活動の指導の様子

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

県内事業所における働き方改革の推進 働き方改革推進協議会、働き方改革研究会、専門家派遣等の実施、
｢奈良県社員・シャイン職場づくり推進企業｣の登録・表彰・啓発

多様な働き方の推進、超過勤務の縮減・効率的な業務運営、
外部委託の推進、職員のメンタルヘルス対策の推進

希望する市町村への県内公立中学校の部活動指導員の配置教職員の働き方改革の推進

県職員の働き方改革の推進

項　　目

就
業
支
援
と
働
き
方
改
革
の
推
進

53



「未来の“匠”養成」文化財建造物修復現場インターンシップ（県文化財保存事務所称念寺出張所）

目指す姿
平成３１（２０１９）年度までに、高等学校卒業者の県内就職率を７割以上
にします。

奈良県経済の好循環を促進し、働きやすく、良く学べる地域社会をつくります。

すべての人が生涯良く
学び続けられる地域社会づくり

主担当部局：地域振興部

100

90

80

70

60

50
H23H22H21H20H19 （年度）

（%）

学校基本調査（文部科学省）

高等学校卒業者の県内就職率

H24 H25 H26 H27 H28

奈良県全国
（　）は全国順位

66.366.3
（36位）（36位） 64.564.5

（36位）（36位）

70.270.2
（36位）（36位）

72.272.2
（37位）（37位）

66.066.0
（37位）（37位）

65.865.8
（39位）（39位）

68.568.5
（38位）（38位）

68.068.0
（38位）（38位） 63.863.8

（41位）（41位） 59.559.5
（42位）（42位）

79.279.2 78.178.1 80.480.4 81.081.0 81.481.4 82.082.0 82.182.1 81.681.6 81.381.3 81.281.2
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目指す姿を達成するための取組状況

●現状 ●トレンド

「地域の行事に参加している」と回答する小・中学
生の割合は、上昇傾向にあるものの、依然として全
国平均より低い状態が続いています。

「将来の夢や目標をもっている」と回答する小・中
学生の割合は、依然として全国平均より低い状態が
続いています。

「自分にはよいところがあると思う」と回答する中学
生の割合は、平成20年度に比べて6.7ポイント増加し
ているものの、全国平均との差は拡大しています。

インターンシップを実施している高等学校の割合
は、全国平均を下回る時期がありましたが、平成26
年度以降、8割を超え、全国平均を上回っています。

「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している」
と回答する中学生の割合は、平成20年度に比べて
7.8ポイント増加しているものの、全国平均より低
い状態にあります。
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75

70

65

60
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将来の夢や目標をもっている（小・中学生）（％）

全国・学力学習状況調査（文部科学省）
（年度）

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29

84.784.7

85.985.9

84.684.6
（42位）（42位）

84.984.9
（20位）（20位）

小学校（奈良）
小学校（全国） 中学校（全国）

（　）は全国順位
中学校（奈良）

70.770.7 70.570.5

68.868.8
（38位）（38位）

70.070.0
（33位）（33位）

75

65

55

45

35

25

15

5

地域の行事に参加している（小・中学生）（％）

全国・学力学習状況調査（文部科学省）
（年度）

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29

小学校（奈良）
小学校（全国） 中学校（全国）

（　）は全国順位
中学校（奈良）

37.037.0
42.142.1

35.735.7
（39位）（39位）30.030.0

（44位）（44位）

59.959.9 62.662.6

59.559.5
（35位）（35位）53.953.9

（38位）（38位）
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70

65

60

55

50

45

難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している
（小・中学生）（％）

全国・学力学習状況調査（文部科学省）
（年度）

H20 H21 H22 H25 H26 H27 H28 H29

小学校（奈良）
小学校（全国） 中学校（全国）

（　）は全国順位
中学校（奈良）

61.961.9

71.071.0

68.868.8
（40位）（40位）

61.061.0
（35位）（35位）

72.372.3
77.477.4

76.376.3
（35位）（35位）

71.771.7
（33位）（33位）

80

75

70

65

60

55

50

45

自分にはよいところがあると思う（小・中学生）（％）

全国・学力学習状況調査（文部科学省）
（年度）

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29

小学校（奈良）
小学校（全国） 中学校（全国）

（　）は全国順位
中学校（奈良）

60.860.8

70.770.7

66.766.7
（45位）（45位）

60.060.0
（32位）（32位）

73.473.4
77.977.9

76.276.2
（41位）（41位）

72.272.2
（35位）（35位）

90

85

80

75

70

65

60

インターンシップを実施している
高等学校の割合（％）

職場体験・インターンシップ実施状況等調査（文部科学省）

奈良県
全国

（　）は全国順位

（年度）H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27H23

69.169.1

81.881.8

81.381.3
（13位）（13位）

85.085.0
（26位）（26位）

難しいことでも
失敗を恐れないで
挑戦している
（小・中学生）
⑳ 32位 → ㉙ 39位

インターンシップを
実施している高等学校の割合

⑳ 13位 → ㉗ 26位
地域の行事に
参加している
（小・中学生）
⑳ 40位 → ㉙ 37位

将来の夢や目標を
もっている
（小・中学生）
⑳ 28位 → ㉙ 39位

自分にはよいところが
あると思う
（小・中学生）
⑳ 34位 → ㉙ 44位

51.2

40.5

36.0 40.6

40.5
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全国平均以上
平成31（2019）年度

（平成27年度の全国平均：98.3％）

今後の奈良県を支える質の高い職業人を育成します。

戦略 1
すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

県立高等学校における実学教育の充実 外部機関と連携したカリキュラムの検討 カリキュラムの
実施

地域との連携・協働による取組の充実

具体的な方策の検討・実施実学を担う新たな教育機関の誘致・設置の
可能性検討

離職者対策の推進

小・中学校における「郷土学習の手引」の作成・配布

離職原因の調査、再就職支援教員の配置

小・中学校へのコミュニティ・スクールの導入促進

郷土教育の充実

項　　目

主な取組

戦略目標

卒業までにインターンシップを体験した
生徒の割合（高等学校）

11.3％
平成26（2014）年度 平成31（2019）年度

職場体験を実施する学校の割合（中学校）

20％以上 96.2％
平成26（2014）年度

目標
目標

卒後３年までの離職率（高等学校）※

47.7％
平成24（2012）年度 平成31（2019）年度

「住んでいる地域のことを学ぶ機会がある」
と回答する生徒の割合（中学校）

45％未満 47.8％
平成28（2016）年度 平成31（2019）年度

60％以上
目標 目標

※は数値の低い方が良くなる指標です。

主担当課：教育委員会 教育振興大綱推進課

長期インターンシップ 県立磯城野高等学校パティシエコースの生徒による
クッキー「大仏の手」の販売

●
長期インターンシップの本格実施

県として推進する
重点分野等の検討
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戦略 2

学びのステージや本県の教育課題に応じた教育を進めます。

戦略目標

主担当課：地域振興部 教育振興課

学び合いのある授業の様子（葛城市立新庄小学校） みんなあつまれ！いのちかがやきフェスティバル
（県営うだ・アニマルパーク）

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

就学前教育の充実
奈良県版就学前
教育プログラムの
実践検証・改良

就学前教育プログラムの普及・啓発

教員の資質・能力の向上

インクルーシブ教育（注3）の推進 教職員研修の充実

安全・安心で質の高い教育環境の充実 空調設備の設置、耐震化の推進

高大連携による次代の教育を担う教員の育成

項　　目

主な取組

●
研修会

●
改訂版発表

●
研修会

●
改訂版発表

●
研修会

●
改訂版発表

市町村の教育支援委員会
における研修の充実

特別支援学校の
教育相談の充実

小学生の体力合計点

全国平均以上
平成31（2019）年度

目標
男子 53.66点
女子 54.60点
平成27（2015）年度

（平成29年度の全国平均：
  男子 54.16点、女子 55.72点）

規範意識の高い小・中学生の割合（注1）

全国平均以上
平成31（2019）年度

目標
小学生 93.3%
中学生 92.4%
平成27（2015）年度

（平成29年度の全国平均：
　   小 93.7％、中 93.3％）

学習意欲の高い小・中学生の割合（注2）

全国平均以上
平成31（2019）年度

目標
小学生 81.1%
中学生 71.1%
平成27（2015）年度

（平成29年度の全国平均：
　　小 81.2％、中 73.2％）

個別の教育支援計画を作成する
学校の割合（小・中学校）

全国平均以上
平成31（2019）年度

目標
小学生 58.1%
中学生 66.7%
平成27（2015）年度

（平成28年度の全国平均：
　　小 85.5％、中 82.0％）

（注3）インクルーシブ教育…障害のある者とない者が共に学ぶこと

（注1）規範意識の高い小・中学生の割合…
　     規範意識に関する質問3項目に肯定的に回答した小・中学生の割合

（注2）学習意欲の高い小・中学生の割合…
　     学習意欲に関する質問4項目に肯定的に回答した小・中学生の割合
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